





























An analysis of the formation process of University-Industry-Government 
collaboration in TAMA.




toward	 creating	 new	 business	 and	 industry.	
They	have	 constructed	 an	 industry-academia-




products	 is	 necessary	 for	 activating	 industrial	




and	SMEs.	The	object	of	 the	paper	 is	 to	explain	
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地域イノベーション第 5号 − 32 −
年度）を実施して、地域の大学・公的研究機関を核とし
た共同研究体制の整備を図ったのである。












































































































地域の技術移転機関である TAMA － TLO の活動内容
































































































































































の増減率（01 年-10 年）は－ 25.1％を示す。八王子市・
さいたま市では、中小零細企業が大幅に減少しており、
事業所数を大きく減らしている。製造品等出荷額も、約


































1995 年では、従業員 1000 人以上の機械・電子・輸送用













地域イノベーション第 5号 − 36 −
し進めた。（図 3 参照）経済産業省の産業クラスター計
画において、「首都圏西部地域ネットワーク支援活動」




































支援機関の設立を推進した。その結果、1998 年 4 月に
TAMA産業活性化協議会（以下、TAMA協会）が発足































































る TLO とは異なり、TAMA － TLO は、広域多摩地域
の複数の大学と民間企業が出資して設立した地域型の技
術移転機関である。同社の資本金は 3120 万円で、売上






















　現在、TAMA － TLO は、中小企業のニーズを起点
とした共同研究開発プロジェクトの管理・運営を主要な
業務とする。同社は、中小企業からの相談を受けるとと




































は増加傾向にあり、2009 年度までに累計 537 件の連携
事例が蓄積され、「TAMA 連携・成果集」（2 巻）として
まとめられている。（図 4を参照）

























る。2012 年 4 月現在、資本金は 2 億 7000 万円で、従業





























りも 10 分の 1も微細なサイズへの挑戦をスタートした。
そして、東京大学、京都大学、長岡技術大学、産業技術
















共同開発したときには、TAMA － TLO が、「戦略的基
盤技術力強化事業」の申請書類を取りまとめ、管理法人
としてプロジェクトを推進した。また、同社が地域の















一貫体制を強みとしている。資本金（2011 年 11 月末現
在）は 3億 5843 万円で、従業員数（2012 年 5月初現在）




























延べ 30 ～ 40 件が実施された。そのうち、競争的研究資















地域イノベーション第 5号 − 40 −
てきたのである。2002 年には、F教授との共同開発プロ
ジェクトプロジェクトが、「大学発事業創出実用化研究
開発事業」の採択を受け、3 年後に新技術を用いた 3 次
元曲げ加工機の開発につながった。ほかにも、「地域コ
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